
出 張 命 令 (依頼)書

議会事務局    1起  案 1 24年 ι月 2と日 1決  裁 |  ,4年
`月

ユ2日

議 長 局 長

③
局次長

鸞
課 長

の
係

⑭

職 名 氏 名 受 印

議  員 宇田川 好秀  板橋 智之

野口 宏明  立石 泰広

大関 修克  関口 京子

最上 則彦

用  務
川口市議会フロリアー ド2012視察団

用 務 地
オランダ (ア ムステルダム、フェンロー)・ ドイツ (ベ ル リン、ボルナ)

フィンラン ド (ユ バスキュラ)

期   間 24年 7月 25日 (水)か ら24年 8月  3日 (金)ま で 10日 間

経  路
別添のとおり

支出科目
会計区分 款 項 目 細 目 細々目 節 細節

一 般 1 1 1 1 1 3 9 02

予算措置
予算現額        円 予算残額         円 今回執行見込額

84f・

'59o 
円予算1行済I            円 今日lI識農額                円

旅費明細 別紙旅費請求書のとおり

備  考

様式第 3号

一Ｆ

Q

し
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議 員 派 遣 の 一 覧 表

平成24年 6月 22日

地方 自治法第 100条第 13項及び川 口市議会会議規則第 160条 の規定によ

り、次のとおり議員を派遣する。

イ |

1 平成24年度先進都市行政視察

(1)派遣目的  ①セーフコミュニティ推進事業についての調査

②廃校を活用した企業誘致・地域振興の取り組みについての

調査

③もりおか女性センターについての調査

(2)派遣場所  ①青森県十和田市 ②秋田県大館市 ③岩手県盛岡市
(3)派遣期間  平成24年 8月 16日 (木)～ 18日 (土)(3日 間)

(4)派遣議員  福田 洋子、 芦田 芳枝、 関 由紀夫、 江袋 正敬、    ‐

芝時 正太、 幡野 茂、 石橋 俊伸、 松本 進、       v
大関 修克、 関口 京子

2 川口市議会フロリアード2012視察団

(1)派遣目的  フェンロー国際口芸博覧会 (フ ロリアード2012)の視察
及び近隣訪問国の教育施策等の調査

(2)派遣場所  オランダ・アムステルダム市、フェンロー市
ドイツ・ベルリン市、ボルナ市
フィンランド・ユバスキュラ市

(3)派遣期間  平成24年 7月 25日 (水)～ 8月 3日 (金)(10日 間)

(4)派遣議員  宇田川 好秀、 板橋 智之、 野口 宏明、 立石 泰広、
大関 修克、 関口 京子、 最上 則彦

υ

記
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●視察概要

◇ 7月 27日 (金)『ユバスキュラ教育事業』

フィンランド教育制度の専門家によるレクチャー。フィンランドは子供の学力、教員の

資質が世界トップクラスであり、徹底した教育制度が確立しています。フィンランド教

育制度の特徴は

①『平等で機会均等な教育が与えられていること』

②『生徒の自主性を基本に据えていること』    ‐

③『教育の管理権限が地方自治体や学校、教師に任せることが大きい』

④『授業料が小学校から大学まで無料であること』

⑤『教師の資質が高いこと』

などが挙げられる。視察ではフインランド教育制度の歴史的背景や特徴について下記の

内容に則し  専門家によるレクチャーとなります。

【レクチャー内容】

・フィンランド教育制度についての概要

(歴史的経緯、国民意識、他国との比較など)

。フィンランドの教育制度の成果と課題

。日本とフィンランドの教育制度について

(各国の教育制度についてのディスカッション)

。質疑応答

◇ 7月 30日 鯛) 『 ドイツ環境推進事業』

メガソーラープラント視察。―
進国ドイツでは、褐炭の露天堀り炭田跡を埋め立て

た敷地面積 15ヘクタールの土地に、5万平方メー トルのソ
=ラ

ーパネルを設置、国の

再生可能エネルギー買い取り政策が契機に同パークのような大規模な太陽光発電所が

随所に生まれています。

太陽光発電先進国のドイツにおける、太陽光発電の現状や国民の電力に対する問題意識

など、下記の 内容を含めた視察内容となります。

【視察内容】

・ ドイツが太陽光発電先進国として注目を集めるようになつた経緯

。電力需給において、太陽光発電が最も注目されている理由とは?

・ ョーロッパ圏内における太陽光発電のシェアと重要性とは?

・ ョーロッパにおける原子力発電所の位置づけと国民からの評価とは?

。国民の節電に対する意識のレベルとは?

・ ドイツからみた日本の電力事情について

(原子力発電所の停上について、太陽光発電のシェア、国民の意識の違い)

。メガノーラーの運営におけるコストや運営方法

・質疑応答
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◇ 7月 31日 (火)『アムステルダム視察』

洪水防災先進国オランダ アムステルダム視察。

国土の4分の 1が海抜 0メ ー トル以下にある「低地の国」オランダでは、1953年 、

大暴風雨に伴う洪水で1800人 以上の死者が出ました。また近年では地球温暖化に伴

い、海面上昇が確認され、この国の堤防洪水対策)に対す国民意識の高さも顕著です。

このような状況もあり、海沿岸や河メ|1沿いに堤防や堰 (せき)が築かれ、ロッテルダム

近くの新マース川下流の河口には97年、「世界最大のロボット」と呼ばれる扇型の「動

く防波堤」が築かれています。しかし、堤防などで物理的に洪水を食い止めるハー ド面

の整備だけでは限界があるため、総事業費2200万ユーロ (約 24億 5000万 円)

を投じ、情報技術 (IT)によるソフ ト面の洪水対策を推進する官民共同事業「洪水管

理 2015」 を進められています。視察では、洪水や津波に対する防災意識が高まる日

本との比較など、下記の視察内容でのレクチャーとなります。

キ¬ 【視察内容】

・防災・減災対策についてのレクチャー

・洪水対策についての従来から取組み (堤防建設)の成果と課題について

・アムステルダム市民の洪水に対する危機管理・個々人の防災意識について

。「洪水管理 2015」 についての概要について (成果・課題)

・ ITを活用したソフト面での洪水対策について

。アムステルダムの防災対策が近隣諸国に対し、どの程度の影響力を薔しているのか ?

・アムステルダムの洪水対策を日本でも取り入れている自治体は存在するのか?

t´ノ撃
『

瑾ズ著渠覇尋鶏 Ii願巡 亀進殷 籠;亀異T疑
得し、銀賞にフイリヤプラン、

銅賞にマルバノキが入賞しました。フロリアード2012においてはメ|1口 市が独自出展を

し:世界的にも注目を集めております。フロリアード2012視察では、日本のナショナ

ルデーに合わせ視察内容となり、ジャンパンデー式典人の参加や各ブース視察を予定し

ております。ジャパンデー当日のスケジュールは下記の内容となります。

【ジャパンデースケジュール】

午前 :ジャパンデー公式式典出席

午後 :各ブース視察 (メ |1口 市出展会場・日本政府出展会場など)

※フロリアード概要等は別紙資料をご参照下さい。
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          行程表 『フインランド・ドイツ・オランダ8泊 10日 』

_京各捏再っnl,こ A日 ,RB媚在の運行予定スケジユールを基準 としておりま規
この行程は2012年 6月 郎 日現在の運行

月 日個D 地 名
―

脚 行 程 食 事

1
7月 25日

(わ

東 京 (成 田)発

ヘ ル シ ン キ 着

11 :00

15:15

AY74

専 用 車

空路、ヘルシンキヘ

着後ホテルヘ

<,-/t >y+ta>

納
〇

昼

タ

2
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ヘ ル シ ン キ

ュ バ ス キ ュ ラ

09:06

12:39

列  車

専 用 車

ユバスキュラヘ ¨ 約 3時間 30/tl

O二″ ス`キュラ
ーフィンランドを代表する

―
ルヴァ・アルト氏の建築物が

多く点色 現地ガイド中 のもと各建築物を巡り、″ ス`キ

ュラの土地開発についてご覺察頂けま丸
くユバスキュラ泊>

０
〇
〇
〇
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タ

3
7月 27日

0
ユ バ ス キ ュ ラ
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○
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○

○
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7月 28日
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ヘ ル シ ン キ 発

ベ ル リ ン 着
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17 :55

列 車
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鶴 、^ウレリン́ ヽ
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7月 29日

(日 )

ベ  ル  リ  ン

ラ イ プ ツ イ ヒ

午  前

夕  刻

専 用 車 Oパ″ リン詢 哺 臓
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○

○
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朝
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タ
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(月 )
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ボ   ル   ナ

ベ  ル

午   前 専 用 車
～ "^―

約 45分
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― 、ベルリンヘ ¨ 約 3時間の
く^″リン泊>

○

○
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昼

夕
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7
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∞
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7  :  1 5
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(わ
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夕
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^- )V '-/ :/ + *,
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○
○
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夕

8:55 通関後、解散

お魔れ様でした

朝 :機内

10
8月 3日

0 東 京 (成  田)着
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内訳書

β

ロ ロ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 口 ‐ ‐ ‐ ロ ロ ロ ロ ‐ ‐ ‐ 口 ‐ 口 冒 関 露
=“

館
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・ ノB・・・雄、ぃっも

項 目 精 要 単  価 人破 合  計

航空代金
直日―ベルシンキm:ビ ジネスクラス利用
ヨーロッパロ内利用 :エ コノミークラみ和』

619,000 8 4,952,000

宿泊費 書油● 1泊 輌食付き 8拍分 112,000 8 896,000

列車代 ルシンキ⇔ユバスキュラ蘭 往復 16,000 8 128,000

食事代 昼食 :8回 分 夕食 :7回 分 46,100 8 368,800

専用車 バス代・バス■経費 92,5" 8 740,000

添乗員費用 77,500 8 620,000

緒経費 ■地攪察手配‖ 27,750 8 222,000

鮨晟贄 渡航手債代行,用 3,150 8 25,200

企口斜 1,000 8 8,000

ご旅行代金 995,000 7,960,000

その他 購詢サーチヤージ・空確81● 56,820 8 454,560

総代金 Yl,051,820 8,414,500

取消料内訳書

β

項 摘 晏 単  薔 歓 舎   針

取情舛 晏詢

" 
ご旅行代金 (V912,000)の 20%取 情将 182,400 2 364,800

僣釣n iH, 行日■■に伴 う、HOTEL VEドし0 1泊 分取情 じ 書治代100% 20,000 160,000

ヽ

総代金 524,800

J,111〕

“
の統、いつも
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